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報道機関向け勉強会

近畿地方整備局管内の大雪について

１．大雪時に段階的に発表される気象情報について

２．管内での大雪の特徴について

令和6年11月27日（水）

大阪管区気象台



2

警報級以上を見込ん
だ場合に実施を検討

数十年に一度の
降雪量となる大雪

社会的に影響を与える降雪が予想される場合は、段階的に情報を発表します。情報発表のタイミング
２週～６日前

３日程度前

１～２日前

数時間前

警報・注意報それぞれの基準を超える大雪が降ると予想される場合に大雪警報・注意報を発表します。
雪を伴って風が強く、風雪により交通障害等が発生するおそれがある場合は暴風雪警報・風雪注意報を発表します。

「警報、注意報」発表

「特別警報」発表
府県程度の広がりをもって50年に一度の積雪深となり、かつ、その後も警報級の降雪が丸一日程度
以上続くと予想される場合に大雪特別警報を発表します。

５日前

「気象情報」発表（定性的な情報）
強い冬型の気圧配置などにより、社会的に影響を及ぼす降雪が予想される場合に発表します。

多雪地帯で大雪警報基準以上の降雪が予想される場合、または普段は雪が少ない地域で大雪注意報基準以上の降
雪が予想される場合に「大雪に関する気象情報」を発表します。また、普段は雪がほとんど積もらない地域での積雪など、
社会的に影響を及ぼす降雪が予想される場合は「雪に関する気象情報」を発表します。

「気象情報」発表（定量的な情報）

「早期注意情報（警報級の可能性）」発表
警報級の現象となる可能性を、[高][中][－]で発表します。

「早期天候情報」発表
大雪に関して、近畿日本海側と山陰の地域を対象に注意を呼びかけます。
発表日（原則として月・木曜日の14時30分頃）の6日先から１４日先までを対象として、5日間降雪量が「かなり多い」と
なる確率が３０％以上と見込まれる場合に発表します。

※降雪量が「かなり多い」とは、その時期にその地域で10年に1回程度の降雪量。
「早期注意情報（警報級の可能性）」発表（明後日以降５日先まで）
警報級の現象となる可能性を、[高][中][－]で発表します。

・大雪に関する緊急発表
・関係機関向け説明会

大 雪
大雪への一層の警戒を呼びかける情報
・「大雪に関する気象情報」の中でキーワードを用いる。
短時間の大雪に「一層の警戒」を呼びかける情報
・「顕著な大雪に関する気象情報」を発表（多雪地のみ）

大雪に対する一層の警戒を呼びかけ

大雪に関して段階的に発表される防災気象情報



大雪に関する気象情報

警報・注意報の発表に先立って呼びかけたり、発表中の警報・注意報を補足します。
早期注意情報（警報級の可能性）と合わせて確認してください。

警報級（少雪地では注意報級）の降雪予想がなされたときには、
「大雪に関する気象情報」を発表

社会的影響が大きいと考えられるときには、「雪に関する気象情報」を発表
• 季節の最初の積雪時や、季節はずれの早い降雪時
（交通機関、農業施設に雪の対策を呼びかけ）

• 年末年始や大学入学共通テストの時期など
（広範囲の移動など交通機関の影響について呼びかけ）

• 3月末から4月の季節はずれの遅い積雪時
（交通機関、農業施設に雪の対策を呼びかけ）
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警報・注意報の発表に先立って呼びかけたり、発表中の警報・注意報を補足します。
早期注意情報（警報級の可能性）と合わせて確認してください。

大雪に関する気象情報

令和5年1月28日、令和6年1月23日の彦根地方気象台の発表事例
• 大雪に関する滋賀県気象情報 第２号

令和５年１月２８日１１時５７分 彦根地方気象台発表
（見出し）

北部では、２９日明け方にかけて積雪や路面の凍結による交通障害に十分注意してください。
（本文）

近畿地方の上空約１５００メートルには、氷点下９度以下の寒気が流れ込み、強い冬型の気圧配置と
なっています。このため滋賀県では、２９日昼前にかけて北部を中心に大雪となる見込みです。
予想以上に雪雲が発達した場合には、警報級の大雪となる可能性があります。

• 大雪に関する滋賀県気象情報 第５号
令和６年１月２３日１６時２８分 彦根地方気象台発表

（見出し）
滋賀県北部では、２４日明け方から夜のはじめ頃にかけて、積雪や路面の凍結による交通障害に警戒してください。
（本文）
（前略）このため、滋賀県北部では２４日明け方から夜のはじめ頃にかけて警報級の大雪となる見込みです。
南部でも２４日昼過ぎから２５日にかけて、冬型の気圧配置が予想より強まった場合や、雪雲が予想より発達し
たり停滞した場合は、警報級の大雪となる可能性があります。

北部［高］

北部［中］

南部［中］
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注意報までは見込まないが、社会的な影響が大きいと考える場合に発表します。
季節の最初の積雪や年末年始の移動期に積雪が予想される場合など。

雪に関する気象情報

令和4年12月16日、令和3年12月16日の大阪管区気象台の発表事例
• 雪に関する大阪府気象情報 第１号

令和４年１２月１６日１０時５０分 大阪管区気象台発表
（見出し）

大阪府では、１８日は山地を中心に、積雪となる所がある見込みです。積雪や路面凍結による交通障害
などに留意してください。

［雪の予想］
大阪府では、１８日は山地を中心に、積雪となる所があり、平地でも雪の降る所があるでしょう。

• 雪に関する大阪府気象情報 第１号
令和３年１２月１６日１６時０８分 大阪管区気象台発表

（見出し）
大阪府では、１２月１７日夜のはじめ頃から１８日にかけて雪が降り、山地を中心に、この冬初めての積雪
となる所がある見込みです。積雪や路面凍結による交通障害などに留意してください。

［雪の予想］
大阪府では、１２月１７日夜のはじめ頃から１８日にかけて雪が降り、山地を中心に、この冬初めての積雪
となる所があるでしょう。
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• 警報は、重大な災害が発生するような警報級の現象がおおむね３～６時間先に予想
されるときに発表することとしています。

• 警報級の現象が概ね６時間以上先に予想されているときには、警報の発表に先立って、
警報に切り替える可能性が高い注意報を発表することとしています。

• 隣接県の大雪警報、着雪やなだれ等の注意報にも留意してください。

明日までの予想

警報注意報用
の種別選択2021-11-08（「気象警報・注意報」 画面表示例）

大雪

2020-12-31-15時31分発表

2020-12-31-20時19分発表

大雪警報・注意報
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大雪に対する一層の警戒を呼びかけ

• 大雪に一層の警戒を呼びかける気象情報
→「大雪に関する気象情報」で、キーワードを用いて大雪への一層の警戒の呼びかけ

• 顕著な大雪に関する気象情報
→短時間の大雪に「一層の警戒」を呼びかけ

あらかじめ定めた目安に達し、更に大雪が見込まれる場合に発表
「記録的短時間大雨情報」の大雪版
対象府県：滋賀県、京都府、兵庫県、福井県

• 大雪に対する緊急発表
→国土交通省と大阪管区気象台が共同して

大雪への危機感を呼びかける緊急発表、関係機関向け説明会

• 大雪特別警報
→数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合
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大雪に一層の警戒を呼びかける取組（背景と概要）

平成30年2月、福井県中心の大雪により社会
的影響の大きい交通障害が発生（37年振りの
記録的な大雪によって、約1500台の車両が立ち往生）

↓
大雪時に危機感を伝える取り組みを強化する
必要性

滞留状況（福井県あわら市）
出典：近畿地方整備局ホームページ

https://www.kkr.mlit.go.jp/bousai/taiou/kinki/h29_03.html

（１）効果的なキーワードを用いた大雪への一層の警戒の呼びかけ
警報基準を大幅に上回る降雪が予測され、重大な災害のおそれがある場合など
「大雪に関する気象情報」の中で、効果的なキーワードを用いて気象台の危機感を伝える
事前の説明会、関係機関と共同で報道発表を実施

（２）短時間の大雪への「一層の警戒」の呼びかけ
記録的な短時間の降雪量を観測し、さらに警報級の強い降雪が続いて交通障害が深
刻化するおそれが高まってきている場合
府県気象情報で「顕著な大雪に関する気象情報」の標題で、見出し文のみの短文形式
で発表



• 大雪と突風及び落雷に関する滋賀県気象情報 第７号（大雪に一層の警戒を呼びかける気象情報の例）
令和３年１２月２６日１６時４４分 彦根地方気象台発表
（本文）
今後２７日明け方にかけては降雪が更に強まり、警報基準を大幅に超える降雪量が予想されます。
積雪が多くなり、重大な交通障害の発生するおそれがあります。不要不急の外出は控えてください。

• 大雪に関する滋賀県気象情報 第７号（大雪に一層の警戒を呼びかける気象情報の例）
令和４年２月６日１３時１８分 彦根地方気象台発表
（見出し）
米原の積雪は、６日１３時現在、７９センチで、これまでの観測記録８３センチに迫るほどの大雪と
なっています。重大な交通障害が発生するおそれがあります。不要不急の外出は控えてください。

9

降雪が大雪警報の基準を大幅に上回る場合や普段雪の少ない地域
で警報級の降雪が予測され、重大な災害の発生の可能性が高まり、一
層の警戒が必要となる場合に発表する情報です。
「大雪に関する気象情報」の中で、効果的なキーワードを用いて気象台
の危機感を伝えます。

大雪に関する気象情報（大雪に一層の警戒を呼びかけ）

令和3年12月26日、令和4年2月6日の彦根地方気象台の発表事例
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顕著な大雪に関する気象情報（短時間の大雪に「一層の警戒」を呼びかけ）

• 顕著な大雪に関する福井県気象情報 第１1号
令和６年１月２4日１０時２８分 福井地方気象台発表
（見出し）
２４日１０時までの６時間に、美浜町新庄で３０センチの顕著な降雪を観測しました。この強い雪は２４日夜遅くに
かけて続く見込みです。嶺南東部では、大規模な交通障害の発生するおそれが高まっています。

• 顕著な大雪に関する滋賀県気象情報 第６号
令和６年１月２４日０６時１３分 彦根地方気象台発表
（見出し）
長浜市余呉町柳ヶ瀬で２４日６時までの６時間で３７センチの顕著な降雪を観測しました。この強い雪は２４日夜
遅くにかけて続く見込みです。湖北では、深刻な交通障害の発生するおそれが高まっています。

令和６年１月24日の福井県、滋賀県の発表事例

記録的な短時間の降雪量を観測し、さらに警報級の強い降雪が続い
て交通障害が大規模化・深刻化するおそれが高まっているときに発表す
る気象情報です。
「顕著な大雪に関する気象情報」の表題で短文形式で発表します。
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大雪特別警報、暴風雪特別警報

大雪特別警報 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

暴風雪特別警報・大雪特別警報は、これまでに発表事例がありません

暴風雪特別警報 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う暴風が吹く
と予想される場合

大雪特別警報はどのようなときに発表されるのか
⇒ 大雪特別警報は、数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合で、府県程度の広
がりをもって50年に一度の積雪深となり、かつ、その後も警報級の降雪が丸一日程度以上続
くと予想される場合に発表

大雪特別警報に該当する主な過去事例は、「昭和38年１月豪雪」「昭和56年豪雪」
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冬型の気圧配置による降雪

日本海側では、西高東低の
冬型の気圧配置により、寒気が
日本海上空を渡って来る際に、
比較的暖かい海面からもたらさ
れる熱や水蒸気を材料にして雪
雲を発生させることによって雪が
降ります。
そのため、一般に寒気の程度
が強いほど、また、風速が強い
ほど大雪になりやすくなります。

新潟気象台ホームページより

寒気の流入に伴う筋状雲

冬の雷雲は、日本海で発生・発達し、
季節風に乗って陸地に侵入しますが、熱
や水蒸気の補給が断たれて上昇流が弱ま
り徐々に衰弱します。
このため、冬季の雷は日本海の沿岸部
で多く、海岸からの距離が大きくなるほど
少なくなります。

全国の雷日数の平年値
（1981～2010年）
青の扇形（11月~1月）

https://www.data.jma.go.jp/cpd/j_climate/hokuriku/column03.html#winter-lightning

https://www.data.jma.go.jp/niigata/menu/bousai/met_character.html#c1

気象庁ホームページより



（原因）
・強い寒気・風速
・朝鮮半島北東部の長白山脈
・風が分流 ⇒ 日本海で合流

↓
風が収束
雪雲が発達

日本海寒帯気団収束帯（JPCZ）とは

衛星可視 2017年2月10日09時～15時

日本海寒帯気団収束帯
Japan-Sea Polar-Airmass Convergence Zone 長白山脈

15

JPCZ上 ⇒ 渦・小低気圧発生

⇒ 降雪の強まり
降ひょう・雷
風の強まり・急変
波の高まり・急変

・南北走向（濃密な）の雪雲
（季節風に直交するような雲列）

・東西走向の雪雲
（北西季節風に平行な雲列）
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大雪に関する緊急発表、説明会

〇 大雪に関する緊急発表、説明会
（報道機関など関係機関向け説明会）

• 大規模な車両滞留や長時間の通行止めを引き起こすおそれ
のある大雪が前もって予想される場合に、近畿地方整備局な
どの関係機関と大阪管区気象台が共同で緊急発表や共同
会見を行い、道路利用者や地域住民に一層の警戒を呼び
かける。（危機感を伝え、関係機関の早めの対応や住民の
不要な外出を控える）
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大雪に関する緊急発表（発表例）

令和6年1月22日 「大雪に関する緊急発表」
近畿地方整備局、大阪管区気象台ほか 共同発表
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今後の雪

1時間毎に推定した現在の積雪の深さと降雪量の分布、及び6時間先までの予測を表示できる

18

主な注意点
•降雪量は少なめに予想する傾向があります。格子の値そのもの
を直接利用せず、積雪の深さや降雪量の大まかな分布状況・予
報を把握するために利用してください。
•次のような気象条件の場合、解析・予報の精度が低下する可能
性があります。
風が強い場合：雪が風で流されるため
地上の気温が1～3℃の時：雨雪の判別が難しいため
上空に温かい空気が入っているとき：

上空で雪がとけてしまうため

実況

予測

今後の雪
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・向こう３か月の降水量は、冬型の気圧配置が強まる時期があるため、近畿日本海側
では平年並か多く、近畿太平洋側では平年並か少ないでしょう。

・近畿日本海側の向こう３か月の降雪量は、冬型の気圧配置が強まる時期があるため、
平年並か多いでしょう。

19

3か月予報（11月19日発表）
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最後に

• 降雪による災害は、人的被害や住家被害だけではなく、
交通機能や都市機能の麻痺を引き起こし、地域の経
済活動にも影響を与えます。

• 皆さんが早い段階から、必要な準備をできるように気象
情報、警報・注意報を発表しますので、今後ともご協力
をよろしくお願いします。


